



























                                                   
1 海外の日本語学習者人口は 1979 年の調査以来、増加し続けており、2009 年時点で約 365 万人と、
10 年前の約 12.2 倍となっている。（国際交流基金,2010） 






































































































































調査の対象は上海・復旦大学の 1 年生から 4 年生の男女とし、在籍学生
全体の約 70％にあたる 53 名から回答が得られた。内訳は以下の【表 1】の










4 2010 年 12 月現在、29 名が所属し、中国の大学の日本語学科の「総合日本語（精読）」という科目
で利用するための日本語教材を開発する（うち９名は、教師・日本語教育学を専攻する専門家を中
心とする教材コンテンツ作成者である。他の 18 名は復旦大学日本語専攻、2 名は副専攻で、開発さ
れる教材の使用対象となる教育現場に所属する学習者である。彼らは教材開発プロセスの中で「学
習当事者ニーズ」を継続的に発信するために有志で参加する者である）。 




学年 男性 女性 計 
1 年生 1 8 9 
2 年生 5 15 20 
3 年生 5 8 13 
4 年生 1 10 11 




 調査は 2009 年 12 月に実施された。調査紙の質問文は中国語で記載し、



































 「学習状況調査」の実施者である学習者 5 名（S1、S2、S3、S4、S5）  
 
〔調査方法〕 
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4．結果 





















































































































































































































































































際部教科書作成を前提に―」『講座日本語教育』第 26 分冊、pp.231-247． 
篠崎摂子（2006）「精読教材の本文について」『日語教学与教材創新研究―
日語専業基礎課程総合研究―』（pp.151-156）高等教育出版社 
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